
学校番号 １０６ 

令和５年度 体育科 

 

教科 体育 科目 スポーツ概論 
単位

数 
１単位 年次 ３年次 

使用教科書 基礎から学ぶ「スポーツ概論」（大修館書店） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

競技スポーツや生涯スポーツが盛んになるにつれ、現代スポーツは多くの問題を抱えてきた。ま

た、スポーツは社会の変化に応じて変化するだけではなく、社会や地域を変化させていく可能性

をそなえている。ここでは、現代スポーツの諸問題とスポーツが社会や地域を変える可能性につ

いて学ぶ。 

私たちの身体は、運動に対して非常に適応性がある。その適応性は様々な要因によって変化の様

相は異なる。トレーニングによって変わるからだの仕組み、体力・記録などについて学ぶ。 

 

２ 学習の到達目標 

社会の変化とスポーツ、スポーツの発展について学び、自分自身の今後のスポーツへの関わり方

や役割について考える。また、その中で課題を発見してより良い解決に向けて試行し判断すると

共に他者に伝える指導者としての知識を身につける。 

身体のメカニズムについて理解と研究を行い、より効率的なトレーニングや体力の向上、競技力

の向上についてのプログラムを構築できる知識をつける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

スポーツの社会的・

文化的意義を尊重

し、主体的、合理的、

計画的に「スポーツ

概論」の学習に取り

組もうとする。 

生涯を通してスポー

ツの振興発展に寄与

することを目指し

て、「スポーツ概論」

の課題に応じた運動

や学習の取り組み

方、健やかな心身の

高め方や維持の仕方

を工夫している。 

各種スポーツ（障が

い者スポーツを含

む）の特性、技術論に

ついて学び、専門的

な実践に関する具体

的な事項及びスポー

ツの理論について理

解している。 

スポーツの振興発

展に寄与するため

の理論について理

解する。スポーツに

関する課題につい

て自ら題意識を持

ち、調べ、まとめて

いく学習をする。 

評
価
方
法 

受講態度の観察 

ノート 

レポート 等 

受講態度の観察 

実験レポート 

ワークシート 等 

受講態度の観察 

レポート 

技能観察 

ワークシート 

課題発表 等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 

社
会
学 

日本におけるスポーツの発展 

現代スポーツの問題点 

スポーツ経済学 

   〇 a:スポーツの発展や問題点について、学

習に自主的に取り組もうとしている。 

b:生理学的な人体の仕組みにていて学

び、必要な情報を比較したりしたりして

まとめた考を説明できる。 

d:スポーツのさまざまな指導法と安全

確保について、行ったり書きだしたりし

ている。 

受講態度の

観察 

ワークシート

ノート 

 

生
理
学 

スポーツと体の恒常性 

スポーツと体液・体温調節 

運動器の構造と働き 

   〇 

２ 

経
済
学 

スポーツとメディアの関係 

アメリカｽﾎﾟｰﾂマーケティング 

スポーツと規約 

専門種目ニューズレター作成 

 

   〇 a:スポーツと経済について、意見交換や

自分の考えを発表するなどの活動を通

して、学習に自主的に取り組もうとして

いる。 

b:トレーニングの実践において、必要な

情報を比較したり分析したりしてまと

めた考えを説明できる。 

d:スポーツと経済の関係、神経と筋肉に

ついて、課題をみつけ、行ったり書きだ

したりしている。 

受講態度の

観察 

ワークシート 

レポート 

課題発表 

生
理
学 

スポーツと神経支配 

スポーツ栄養の化学的基礎

神経・筋肉トレーニング 

神経・筋肉コンディショニング 

 

   〇 

３ 
社
会
学
・生
理
学 

専門種目 PV作成 

スポーツ外傷の基礎と予防 

   〇 a:自身の専門種目について、意見交換や

自分の考えを発表するなどの活動を通

して学習に自主的に取り組もうとして

いる。 

b:トレーニングの実践において、必要な

情報を比較したり分析したりしてまと

めた考えを説明できる。 

c: 体の仕組みを理解し、テーピングの

巻き方等を実践しケガの予防や筋力向

上について。行動計画を作成することが

できる。 

d:スポーツと経済の関係、神経と筋肉に

ついて、課題をみつけて言ったり書きだ

したりしている。 

受講態度の

観察 

ワークシート 

技能観察 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断 

c:運動の技能      d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


